
 
 

 

 

 

 

 
 

（１）学校の概要(沿革、環境、施設等) 

 

宮城県仙台南高校は昭和５２年に全日制普

通科の共学校として開校しました。今年度で

開校４８年目となり、１４，７９７名の卒業

生を各界に送り出しています。 

本校は仙台市太白区長町地区にあり、西に

野草園のある大年寺山をのぞみ、東に清流広

瀬川が流れ、県武道館のある第二総合運動場

に隣接しています。また近隣にはショッピン

グモールなどの商業施設も多く、自然環境と

都市生活とが絶妙にマッチした場所に位置し

ています。 

ＪＲ、地下鉄、バスなどの公共交通の便が

極めてよく、仙台市内はもとより県北部の栗

原・大崎方面、県南部の亘理・角田・白石・

川崎方面、沿岸部の塩竈・多賀城・石巻方面

など、全県からの通学が十分に可能です。 

仙台市の中心部にありながら、校地面積は

５万㎡以上もあり、十分な学習環境が整って

います。広い敷地を有効に活用し、部活動の

設備としては７面のテニスコートを始め、野

球場、体育館、格技場、弓道場、屋外プール、

ソフトボール場、サッカー場、ハンドボール

コート（２面）を有しています。 

また、公孫樹（いちょう）会館という２階

建ての別施設があり、１階には食堂、２階に

は和室があり、茶道部の練習や長期休業中の

合宿施設等として多くの部活動で利用されて

います。 

 

 

（２）教育方針 

  

日本の未来を担う青年として、高い知性と

幅広い見識を持ち、情緒豊かで、実践力に富

む人材の育成を図ります。そのため「英知」

「調和」「自律」の校訓のもと、「英知の開発

と陶冶」「調和的人間の育成」「自律的態度の

涵養」が本校の三大教育目標となっています。 

校章は校木として定めた公孫樹(いちよう)

の三枚の葉をデザインし、本校のこれら三大

教育目標を象徴しています。 

 学業と諸活動との調和と両立を大切にし、

進路達成に向け総合力を身に付けた人間の育

成を目指します。 

 

（３）教育課程の特色 

 

進学校として、大学での学び、そして、社

会に出てからも学び続けるための基礎学力の

育成と、学ぶ意欲を喚起し、学ぶ意味や学ぶ

方法を身に付け、主体的に学び続ける生徒を

育成する教育課程となっています。 

 高校１年生から３年生まで、１コマ５０

分・週３３コマの時程に系統的に配置された

教科・科目の授業で、大学での学びにつなが

る基礎学力の育成を行います。 

また、総合的な探究の時間における「公孫

樹プログラム」では、課題研究を通して、課

題の設定・情報の収集・整理分析・まとめの

サイクルを動かしていきます。その中で、自

ら「問い」を立てる習慣を身につけ解決して

いきます。１年生では「太白区まちづくり推

進部」の協力で「地域課題研究」を、２年生

では自分の将来を見据えた「課題研究」を行

い、探究する力を育成していきます。 

さらに、各教科では予習・復習の家庭学習

を重視した授業を展開しているほか、課題や

小テスト等を計画的に課するなどして、自律

的な家庭学習を行えるよう支援しています。

また、生徒面談と三者面談、カウンセリング

等を通じて、学習・生活の支援をしています。 

 

（４）行事・生徒会活動・部活動 

 

生徒会は執行部を中心に代議員会、生徒総

会で運営されています。運動会、文化祭など

の学校行事もすべて生徒会の手で立案・実行

されます。自分たちの学校生活は自分たちの

手で作るという自主自律の精神に満ちていま

す。 

 部活動は運動部１４部、文化部１２部（２

つの愛好会含む）からなり、活気にあふれて

います。どの部も毎年好成績を収めています。

昨年度は、音楽部（合唱団）、文芸部、美術

部、馬術（個人）が全国大会に出場しました。

さらに、運動部ではフェンシング部、陸上競

技部、水泳部、弓道部、剣道部が東北大会出

場を果たしています。 

 

（５）卒業生の進路状況 

進路一覧(過去３年間、進学者・就職者数) 
進  路 R5 R4 R3 

国公立大学 163 130 126 
国公立短大 0 0 1 
私立大学 92 113 123 
私立短大 0 1 1 
専各学校 6 14 11 
就職 2 3 1 
その他 12 17 7 
卒業生計 275 278 270 

 

主な進路先（令和６年３月卒業生） 

( )内は人数  (1)は省略。 

 

＜国公立大学＞ 

東北大(3)、宮城教育大(12)、宮城大(20)、山

形大(45)、福島大(20)、岩手大(9)、弘前大

(4)、山形県立保健医療大、福島県立医大、

北海道大、北教大函館、東京学芸大、筑波大、

横浜国立大(3)、新潟大(9)、埼玉大(5)、千

葉大(4)、茨城大、宇都宮大(4)、群馬大、高

崎経済大(5)、会津大、東京都立大、横浜市

立大(3)、新潟県立大、都留文科大(2) 他 

 

＜私立大学＞ 

東北学院大(32)、東北福祉大(14)、東北医科

薬科大(5)、宮城学院女子大(7)、尚絅学院大

(2)、東北芸工大(2)、青山学院大(2)、駒澤

大(2)、芝浦工大、立教大、立命館大(2) 他 

 

＜専修各種学校＞ 

仙台医療センター付属看護学校、石巻赤十字

看護専門学校 他 

 

＜就職＞ 

宮城県警察(1)、海上保安大学校(1) 

 

 

 

 仙台南高等学校 

校訓 英知 調和 自律 

 
 
 
 

 

 

（部活も勉強も団体戦） 

学力を向上させたい、部活動に精一杯

励みたい、高校生活を充実させつつ、進

路の希望も達成したい…。このような皆

さんの願いを最大限にサポートします。 

進学校として、大学そして社会に出て

からも主体的に学び続けることができる

ための確かな基礎学力を育成します。ま

た、部活動に集中できる条件も十分に整

備されています。 

キャッチフレーズ 

総合力は南高で 

２ 学校の特色 

 創立：昭和５２年 

課程・学科：全日制課程・普通科 

生徒数：８２３名 

所在地：〒９８２-０８４４ 

仙台市太白区根岸町14番1号 

ＴＥＬ：022-246-0131 

ＦＡＸ：022-246-0132 

ホームページアドレス：https://sminami-h.myswan.ed.jp/ 

電子メールアドレス：sminami-h@od.myswan.ed.jp 

   

主な交通機関： 

ＪＲ東北本線長町駅下車 徒歩１５分 

地下鉄長町一丁目駅下車 徒歩７分 

宮城交通バス仙台南高校前バス停下車 

   

 

 

 

 

１ 基本データ 

 

校章 

 



生徒会長の三沢さくらさん（七郷中出身）からメッセージ 

仙台南高校の魅力を紹介します。① 文武両道で向上心のある生

徒がたくさんいる。南高生は勉強だけでなく部活や生徒会にも真

摯に取り組んでいます。強い競争心を持っていて、日々高みを目

指せる良い環境にあります。② 行事が盛ん。大きなイベントは全

部で３つ。その間にもテストや生徒総会、それぞれの大会等で南

高生は大忙し。しかし、忙しい中で行われる行事でのクラス内で

の団結力はすさまじいです。③ 校風が自由。南高は制服の学校で

はありますが、ブラック校則はもちろんなく、むしろ厳しすぎな

い校則となっています。また、時代に合わせて、柔軟に変化して

いきます。④ 先生方の手厚い指導。わからない、難しい、そんな

ときは先生にヘルプ！朝・昼・放課後も生徒の色々な相談に乗っ

てくださいます。熱心な指導によってやる気がぐんぐん向上しま

す。他にも南高の魅力はたくさんあります。 

とにかく、南高は楽しく、良い環境です。南高最高        

 

  

 

 

 

全国大会出場！ 

・音楽部合唱団 

  第5回東京国際合唱コンクール  本選・グランプリ大会出場 

学校合唱部門第１位 金賞 文部科学大臣賞 最優秀課題曲賞 

・文芸部 

  第47回全国高等学校総合文化祭2023かごしま大会 

 文芸部門 「盂蘭盆会」出品 

・美術部 

  第47回全国高等学校総合文化祭2023かごしま大会  

美術・工芸部門 「背中」 出品 

・馬術（個人） 

  第34回全日本高等学校馬術選手権大会 障害飛越   馬場馬術   出場 

第75回国民体育大会 馬術少年標準 障害飛越 決勝16位   

 

東北大会出場！ 

・フェンシング部 

  第61回東北高等学校フェンシング選手権大会   

個人対抗男子フルーレ 出場 

・陸上競技部 

  第78回東北高等学校陸上競技大会   男子110mH 出場 

・水泳部 

  第71回東北高等学校選手権水泳競技大会 

女子4×100ｍ フリ－リレ－  女子4×100ｍ メドレーリレ－ 

女子4×200ｍ フリ－リレ－  女子100ｍ 背泳ぎ   出場 

・弓道部 

第53回東北高等学校弓道選手権大会   女子個人 出場 

・剣道部 

  第69回東北高等学校剣道選手権大会 

男子団体、男子個人、女子個人 出場 

・音楽部合唱団 

  第90回 NHK全国学校音楽コンクール 東北ブロック     銀賞 

第75回全日本合唱コンクール東北支部大会（秋田県）  金賞 

 

（２）主な学校行事 

 

南高祭、運動会、球技大会など、生徒自らが中心となって運営してい

ます。生徒会活動が活発であり、生徒一人一人の、学校生活を自分たち

で豊かなものにするという意識が強いです。以下、それぞれの行事につ

いて紹介します。 

 

４月：運動会 

各学年７クラス、計２１クラスが赤、青、黄の３チームに分かれて対

抗戦を行い競い合います。綱引きや、借り物競走、障害物リレーなど、

どの競技も盛り上がりますが、何と言っても各学年の全員リレー、特に 

３年生の全員リレーは毎年、最高の盛り上がりを見せます。必見です。 

 

８月：南高祭 

各文化部の活動の成果を発表

します。教室等で、制作物の展

示を行ったり、研究の成果を発

表したりする他、体育館では音

楽関連の部活動がステージ発表

を行います。また、クラス毎の

企画や発表もあり、いろいろな

意味で楽しむことができます。

写真は、有志による書道パフ

ォーマンスの様子です。 

 

１０月：球技大会 

クラス毎に、サッカー、バ

スケットボール、バレーボー

ルの種目にエントリーし、総

合優勝を目指して戦います。

各種目の優勝が決まった瞬間

は選手も応援の生徒も一緒になって喜びを爆発させます。まさにクラス

が一つになる瞬間です。 

 

（３）仙台南高校の衣・食・住 

＜衣＞ 

制服：開校４０周年を機に新制服

を導入しました。タータンチェック

のスカート、ネクタイ、リボンが特

徴で、シャツはブルー、ホワイト、

イエロー、ピンクの４色から選んで

着用することができます。女子のス

ラックスについても今年度より導入

され、スカートとの選択が可能です。 

体育着：いわゆる学校ジャージで

すが、紺を基調にしたシンプルなデ

ザインで、学年毎に青・赤・緑の校

名が入っています。上下とも、個人

名がフルネームで刺繍されているの

で、置き忘れなどをしたときも、必

ず戻ってくるので安心です。 

 

＜食＞ 

南高の食事事情についてお話

しすると、まず。弁当を持参する

生徒の割合が高いです。ご家族の

手作り弁当の人もいれば、買って

きたコンビニ弁当の人もいて、

様々です。そうは言っても、若者

はお腹がすくので、その南高生の

空腹を満たしてくれるのが、食堂

と売店です。 

食堂（写真上）はメニューも豊富

で、特に日替ランチや日替丼の人気

が高いようです。カレーライスや麺

類も人気です。売店（写真左）も、

昼休みを中心に賑わいを見せていま

す。普段はポテチキやポテカラ（フ

ライドチキンと唐揚げ）、夏季はア

イスクリームが人気です。 

 

＜住＞ 

校舎は１１年前に耐震のための

大規模改造工事が施されており、

トイレを含めて大変きれいな校舎

です。教室は冷暖房完備で、快適

な学習環境が整っています。 
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